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★１０月の活動の様子★

◆１０月５日（金）～１０月７日（日）

『科学・歴史・自然 どっぷり体験』 主催：公益

宮崎市内の小学５・６年生を対象とした２泊３日の体験合宿

が１０月５日（金）～１０月７日（日）（※宮崎市内は秋休み期

文化振興協会から委託を受けてこの合宿

ボランティア指導員として宮崎大学の

この合宿は、宮崎文化振興協会が管理

宮崎市の自然や歴史を学び親睦を深め、

ます。古代米炊飯や、佐土原城の山城歩

音響・照明体験など、普段滅多に経験す

タイトルどおり３日間どっぷりと体験を

参加した子ども達は、「新しい友達が出

が出来てとても楽しかった！」と満足そう

子ども達にとっても、そして私たちにと

なった３日間でした。

◆１０月１８日（木） 『さつまいも掘り』

い

え

実
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死
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なで分けて持ち帰りました。

◆１０月３日（水）
『科学っておもしろい！』 協力：こどもの城

◆１０月１０日（水） 『レターケース作り』 講師

簡単そしてあっという間にできるレターケースを皆さんも是

◆１０月１４日（日） 『バルーンアート』 講師：

夢中で風船をねじり、作品を完成させました
東京のこどもの城から３名の職員にお越しいただき、「科

あそびにチャレンジ！音のふしぎ」を開催しました。

午前の部は、指導者研修会として、各施設の職員が田野児

センターに集まり、こどもの城の職員から、３つの科学あ

びを教えて頂き、参加した職員は熱心に聞いていました。

午後の部は、午前の研修会で受けた科学あそびを実際に子

もたちと一緒にチャレンジ！１番人気は「浮沈
ふ ち ん

し」で、作

方を職員から教えてもらい、出来上がると「わ～！ちゃん

上がったよ」と、嬉しそうに友達同士でペットボトルを見

合っていました。他の「びっくり盤」「音を書こう」のコ

ナーでも職員のアドバイスを聞き

がら、遊んでいましたよ。この日

いつも以上に子どもたちの声が

ぎやかで、大盛り上がりでした。
施設の横にある畑で栽培して

たさつまいも
．．．．．

が収穫時期を迎

、１８日に収穫をしました。

今年はあいにくの長雨続きで

が小さく少なかったのですが、

さくても、さつまいもの赤い色が見えると、みんな必

。小さい手でシャベルを持って、一生懸命掘っていま

た。大きいのが見つかると自慢げに見せてくれ、時に

さつまいもを掘りながら、いも虫やクモ、かたつむり

を見つけて私たちに見せてくれました。

カタツムリを掘った芋の上にのせてみ

たり、さつまいもを掘り上げた後も、

幼虫を探して土をひたすら掘ってい

子もいました。さつま芋は全部で２０個程採れ、みん
：田代 桂子（きよたけ児童文化センター職員）
「今日は何をやるの？」「うわ～、レターケースだ。私どんな絵にしようかな？飾り

は何にしよう？」 と、男の子も女の子も大歓声。 思い思いに絵を描き、自由に飾

りをつけ、綺麗な紐をとおすと完成。子どもたちは、「部屋に飾ろうっと。」と、嬉し

そうな顔で帰って行きました。
非作ってみませんか？
永澤 俊氏（宮崎大学医学部生）
この日は、宮崎大学医学部生の永澤俊氏が子ども達に『バルーンアート』を教えて

くださいました。いつもは見て楽しむ子ども達ですが、今回は自分達で作ってバルー

ンアートを楽しみました。いざやってみると難しいバルーンアートに苦戦しながらも
財団法人 宮崎文化振興協会

『科学・歴史・自然 どっぷり体験合宿』

間中）に行われました。当団体は、宮崎

イベントに協力しました。

学生さんも合宿に参加しました。

運営する施設を回り様々な体験をして、

故郷宮崎について学ぶ事を狙いとしてい

き、市民プラザの舞台仕込みの見学や

る事のない体験に子どもたちは大喜び！

しました。

来たし、いろんな事

に話していました。

ってもいい思い出と

。


